
【目的】

本調査の目的は、学生が企業に訪問し、若年の社員・職員の就労に対する考え方や訪問企業・

団体におけるワークライフバランス推進の取り組みを調査し、学生の視点で熊本県内のワークラ

イフバランスの現状を捉え、今後の課題を見いだすこと、また参加学生自身が就労とワークライ

フバランスに関する意識を高めることであった。

【訪問企業と訪問日】

熊本県からワークライフバランスに関する取り組みの優良企業の中から、10社の紹介を受け、

日程調整後訪問調査を実施した。

平成２５年９月２日 社会福祉法人 リデルライトホーム、株式会社談

平成２５年９月５日 株式会社イノス、医療法人むすびの森 あきた病院

平成２５年9月6日 株式会社 お菓子の香梅

平成２５年9月12日 ピュア・サポートグループ、

ルネサスセミコンダクターズ九州山口株式会社 本社・川尻工場

平成２５年9月16日 イオン九州株式会社 AEON MALL宇城店

平成２５年9月18日 オムロンリレーアンドデバイス株式会社、

社会福祉法人 不動会 一本松荘

【調査内容】

以下の内容について、各訪問で１時間から２時間程度の時間でグループまたは個人に対してイ

ンタビューを実施した。

◯社員・職員に対して

就職活動のときと就職してからの「働くこと」についての考え方の変化について

仕事とプライベートの生活の両立について（子どもがいる場合には、子育てとの両立もとご自身

でされている工夫など）

就職活動中の自分や同じ境遇にある大学生に伝えたいアドバイス

仕事とプライベートな生活との両立をよりしやすくための提案など

◯経営者や人事総務担当者に対して

ワークライフバランス実現の重要性の認識

【参加学生】

•熊本学園大学２年 松浦有紗さん

•熊本学園大学２年 中岡亜美さん

•熊本大学３年 末田夕貴さん

•熊本大学１年 水城歩さん

•崇城大学２年 稲吉礼美さん

•崇城大学２年 村吉沙織さん

•九州ルーテル学院大学３年 田上春菜さん

•九州ルーテル学院大学３年 轟春佳さん

•九州ルーテル学院大学３年 川田翔大さん

•熊本高等専門学校専攻科１年（八代キャンパス） 横山大己さん

•熊本県立大学１年 江浦愛莉さん

•熊本県立大学博士前期課程２年 伊津野 公一さん

以上、6機関から12名の学生が参加し、１カ所につき２名以上が分担して企業訪問を実施した。

参加する学生に対して、オリエンテーションを実施し、その際に参加前の就労観や就職活動に

対する考え方をたずね、さらに担当企業の全訪問を終えた後に同様の質問をたずね、どのように

変化したかを振り返る機会を設けた。

【調査のまとめの方法】

学生は毎回の訪問で聞き取った内容をまとめて報告し、その内容を整理し平成25年10月16日に

開催した振り返りのワークショップの際に、共有する資料として活用した。

◎◎◎◎大学生大学生大学生大学生によるによるによるによる企業訪問調査企業訪問調査企業訪問調査企業訪問調査◎◎◎◎
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⑥平成２５年9月12日 ピュア・サポートグループ

【訪問者】轟、伊津野、水城、（コンソ事務局から）尾方と本田

【対応者】男性職員３名、女性職員１名

【学生の振り返り】

•職場の中で、なんでも話せる人を作ることが一緒に仕事をしていく中で大切なことだとお
しゃっていたことが印象に残った。コミュニケーション能力は大切なことだと思った。

•私の妹も介護職（ケアマネ）で、私自身も以前、ボランティアで介護職の研修を2週間ほ

ど経験したことがあり、事情はある程度分かっていた。一言で言うならば、実に過酷な職

場である。全く職員の方の表情からはそのようなマイナスの発言はでなかく、働きやすい

職場であることが窺えた。

•「一番この仕事をやって良かったことは何ですか。」といる質問に対して「やはり、おじ
いちゃんやおばあちゃんからのありがとうという言葉ですね」と言われ、思わず胸が熱く

なってしまった。

•皆口をそろえて、天職ですと言える表情から、自らの職業観を改めて見つめ直す機会に
なった。





⑨平成２５年9月18日 オムロンリレーアンドデバイス株式会社

【訪問者】末田、中岡、稲吉、伊津野、水城、本田（コンソ事務局）、河村

【対応者】男性社員２名（内人事担当者１名）、女性社員１名

•【学生の振り返り】
•それぞれの部署で違う仕事をしているのに、会社の目標に向かって一つになっているという
言葉が印象に残った。一見、ばらばらのことをしているように見えても会社の掲げる理念に

向かい貢献している姿というのは、面白いなと感じ、また、そのような姿をイメージしつつ

仕事をされているということに感慨深いものを感じた。

•様々な休暇制度があり、仕事とプライベートは両立しやすそうだと感じた。
•大学生へのアドバイスについてはご自身の経験を含めてお話してくださり、これから自分が
就職活動をする時のことをイメージすることがでた。

•大手企業らしい立派な福利厚生やコンプライアンスが充実していると感じた。
•離職者もたいへん少なく、女性にもやさしい企業というまさに理想の職場であるが、その背
景にはこれまでの組合側と会社側との連帯した取り組みが実を結んでいることを知った。


